
お
わ
り
に

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
活
か
し
た

導
入
拡
大

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
長
い
電
源
の

導
入
促
進

コ
ス
ト
効
率
的
な
導
入

２
　

個
別
項
目
に
対
す
る
意
見

認
定
制
度
の
見
直
し
と
未
稼
働

案
件
へ
の
対
応
　
　
　
　
　
　

３
　

報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
要
望
事
項

基本的視点

再エネ導入と国民負担抑制の両立をＦＩＴ賦課金
前年比で倍増

太
陽
光
偏
重
が
課
題
に

電
力
コ
ス
ト
の
上
昇
続
く

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
関
連
制
度
改
革
小
委
員
会
報
告
書（
案
）に
対
す
る
意
見（
抜
粋
）
１月日

１
　

現
状
認
識
お
よ
び
基
本
的
考
え
方

（

）
２
０
３
０
年
以
降

を
見
据
え
た
記
述

　
「
健
全
な
形
」
の
示
す

意
味
合
い
が
不
明
確
で
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
踏
ま
え
、
「
各
電
源

の
個
性
に
応
じ
た
最
大
限

の
導
入
拡
大
と
国
民
負
担

の
抑
制
を
両
立
す
る
形
」

と
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

（
９
）
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

長
い
電
源
に
係
る
数
年
先
の
認
定
案
件
の
買
取
価
格

決
定

　
「
数
年
先
の
認
定
案
件

の
買
取
価
格
決
定
」
に
つ

い
て
は
、
上
記
（
５
）
と

同
じ
理
由
に
よ
り
、
慎
重

に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

仮
に
数
年
先
の
認
定
案
件

の
買
取
価
格
を
決
定
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
時
々
の

状
況
を
踏
ま
え
て
常
に
検

証
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ

ば
買
取
価
格
を
柔
軟
に
見

直
す
こ
と
が
で
き
る
制
度

に
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

（１）再生可能エネルギーの導入促進と国民負担の抑制を最適な形
で両立すること
（２）国民負担の増加が急速に拡大していることから、出力の不安
定性のため自給率の向上や環境負荷低減の効果が十分に得られない
「太陽光」の導入を抑制するとともに、より安価で安定的な電源か
ら導入を推進していくこと
　なお、（１）（２）を実施するに当たっては、国民負担とその負
担による効果について、十分国民に説明し、理解を得る努力をする
ことが何よりも重要である。

　
日
本
商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、
「
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
『
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
関
連
制
度
改
革
小
委
員
会
報
告

書
（
案
）
』
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
に

意
見
書
を
提
出
し
た
。
意
見
書
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
見
直

し
案
に
対
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

と
国
民
負
担
の
抑
制
を
最
適
な
形
で
両
立
す
る
こ
と

や
、
出
力
の
不
安
定
性
や
環
境
負
荷
問
題
な
ど
を
抱

え
る
「
太
陽
光
」
導
入
の
抑
制
な
ど
を
提
言
。
制
度

設
計
の
見
直
し
と
適
切
・
迅
速
な
制
度
運
用
を
求
め

た
。
特
集
で
は
、
意
見
書
の
抜
粋
を
紹
介
す
る
。

（

）
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
を
活
か
し
た
導
入
拡
大

　
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
は
、

年
４
月
、
電

源
の
広
域
的
な
活
用
に
必

要
な
送
配
電
網
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
全
国

大
で
平
常
時
・
緊
急
時
の

需
給
調
整
機
能
の
強
化
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
。
今
後
、
新
た
に

広
域
系
統
の
整
備
を
検
討

す
る
際
に
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
見
込

量
の
み
な
ら
ず
、
国
民
負

担
や
電
力
の
安
定
供
給
へ

の
寄
与
と
い
っ
た
観
点
も

踏
ま
え
た
費
用
対
効
果
も

あ
わ
せ
て
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　
ま
た
、
広
域
系
統
の
整

備
を
検
討
す
る
過
程
で
、

整
備
に
必
要
な
費
用
と
電

気
料
金
へ
の
転
嫁
に
よ
る

国
民
負
担
額
の
精
査
と
開

示
、
国
民
に
対
す
る
分
か

り
や
す
い
説
明
が
必
要
で

あ
る
。

（
１
）
報
告
書
（
案
）
に

記
載
さ
れ
た
見
直
し
に
よ

る
国
民
負
担
抑
制
効
果
の

試
算
の
明
示

　
今
回
提
示
さ
れ
て
い
る

見
直
し
が
実
現
し
た
場

合
、
国
民
負
担
の
抑
制
効

果
が
ど
の
程
度
に
な
る
か

が
不
明
確
で
あ
る
。
ど
の

程
度
の
抑
制
効
果
が
あ
る

の
か
が
不
明
の
ま
ま
で

は
、
見
直
し
の
内
容
が
適

切
な
の
か
ど
う
か
の
判
断

が
で
き
に
く
い
。早
急
に
、

将
来
に
わ
た
る
国
民
負
担

の
抑
制
効
果
を
試
算
し
て

公
表
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

（
２
）
国
民
負
担
抑
制
効

果
の
試
算
を
用
い
た
制
度

見
直
し
効
果
の
検
証
と
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
た
制
度

の
柔
軟
な
見
直
し

　
新
た
な
認
定
制
度
の
施

行
か
ら
一
定
期
間
が
経
過

し
た
後
、
上
記
（
１
）
の

試
算
と
実
際
の
抑
制
効
果

を
比
較
す
る
こ
と
で
国
民

負
担
抑
制
効
果
を
検
証

し
、
も
し
抑
制
効
果
が
不

十
分
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
、
改
め
て
制
度
存
続

の
必
要
性
の
有
無
を
含
め

た
形
で
の
見
直
し
に
向
け

た
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
国
民
負
担
に
関
す

る
適
切
な
情
報
開
示

　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
は
幅
広
く

か
つ
長
期
に
わ
た
る
国
民

負
担
を
伴
う
仕
組
み
で
あ

り
、
負
担
者
で
あ
る
国
民

に
対
し
、
国
民
負
担
の
程

度
や
そ
の
使
途
、
そ
の
効

果
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

い
説
明
を
行
い
、
理
解
を

得
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。

　
こ
の
た
め
、
買
取
対
象

と
な
っ
た
電
力
を
発
電
し

た
企
業
の
名
称
や
そ
の

量
、
金
額
な
ど
の
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
で
、
国
民

が
負
担
し
た
賦
課
金
の
使

途
を
明
確
に
し
、
制
度
の

透
明
性
を
高
め
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

（
４
）
調
達
価
格
等
算
定

委
員
会
の
位
置
づ
け
の
明

確
化
お
よ
び
査
定
の
適
正

化　
報
告
書
（
案
）
に
明
確

な
記
述
が
な
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制

度
見
直
し
後
の
調
達
価
格

等
算
定
委
員
会
の
位
置
付

け
・
役
割
を
明
確
に
す
べ

き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
委
員
会
に
お

け
る
査
定
の
適
正
化
を
行

わ
ず
し
て
、
国
民
負
担
抑

制
は
図
れ
な
い
。
同
委
員

会
の
査
定
に
お
い
て
は
、

以
下
の
点
を
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
と
国
民
負
担

の
抑
制
を
最
適
な
形
で
両

立
す
る
た
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
ご
と
の

適
切
な
割
合
、
導
入
量
・

認
定
量
、
お
よ
び
国
民
負

担
額
な
ど
の
状
況
を
十
分

に
勘
案
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
べ
き
で
あ
る
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
者
か
ら
提
出
さ

れ
る
コ
ス
ト
デ
ー
タ
・
利

益
デ
ー
タ
の
分
析
に
つ
い

て
は
、
現
状
よ
り
も
さ
ら

に
厳
格
に
行
っ
た
上
で
、

買
取
価
格
を
決
定
す
べ
き

で
あ
る
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
措
置
法
第

条
（
資

料
提
出
そ
の
他
の
協
力
）

で
は
、
同
委
員
会
が
必
要

と
認
め
た
場
合
に
お
け

る
、
行
政
機
関
や
地
方
公

共
団
体
の
長
、
そ
の
他
の

者
に
対
す
る
資
料
提
出
、

意
見
陳
述
な
ど
の
協
力
依

頼
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
が
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
幅
広
く
関
係
者
、
専

門
家
の
資
料
提
出
、
会
議

出
席
な
ど
に
よ
る
協
力
を

求
め
、
多
角
的
な
視
点
か

ら
の
議
論
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

④
調
達
価
格
等
算
定
委
員

会
委
員
（
現
行
＝
５
人
）

に
、
中
小
企
業
を
含
む
産

業
界
の
電
力
ユ
ー
ザ
ー
の

立
場
の
委
員
を
加
え
、
経

営
実
態
を
踏
ま
え
た
検
討

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

（
１
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
現
状
認
識
お
よ
び
基

本
的
考
え
方
（
略
）

（
２
）
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
お

け
る
課
題
と
解
決
の
方
向

性　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

に
お
い
て
わ

が
国
が
表
明
し
た
環
境
負

荷
の
低
減
目
標
達
成
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
の

た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を

図
る
た
め
平
成

年
に
導

入
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

は
、

年
度
の
賦
課
金
単

価
が
１
・

円
／
ｋ
Ｗ
ｈ

（

年
度
０
・
７
５
円
／

ｋ
Ｗ
ｈ
）、賦
課
金
総
額
が

１
兆
３
２
２
２
億
円
（
同

６
３
５
０
億
円
）
と
、
単

価
・
総
額
と
も
前
年
度
か

ら
ほ
ぼ
倍
増
し
て
お
り
、

同
制
度
が
毎
年
、
当
該
年

度
の
賦
課
金
が
積
み
重
な

る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、

年
度
以
降
も
確
実

に
賦
課
金
が
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
賦
課
金
の
増
加
は
中
小

企
業
の
電
力
コ
ス
ト
を
更

に
上
昇
さ
せ
、
足
元
の
経

営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

る
と
と
も
に
、
将
来
を
見

据
え
た
設
備
投
資
の
計
画

や
雇
用
の
維
持
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の

設
備
認
定
が
事
業
用
太
陽

光
（
出
力

ｋ
ｗ
以
上
の

太
陽
光
）
に
著
し
く
偏
っ

て
い
る
（
認
定
容
量
ベ
ー

ス
で

・
３
％
）
こ
と
か

ら
、
今
後
、
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
の
送
電
網
の
整

備
や
連
系
線
の
増
強
、
出

力
が
天
候
な
ど
自
然
状
況

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
調
整

電
源
の
確
保
な
ど
が
行
わ

れ
た
場
合
、
国
民
負
担
が

ま
す
ま
す
増
大
す
る
恐
れ

が
あ
る
。

　
今
般
、
意
見
募
集
が
行

わ
れ
た
報
告
書
（
案
）
に

お
い
て
、
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導

入
と
国
民
負
担
の
抑
制
の

両
立
を
図
る
」
方
向
性
が

示
さ
れ
て
い
る
点
は
、
概

ね
評
価
す
る
。
今
後
は
、

以
下
の
２
点
の
基
本
的
視

点
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
制

度
設
計
お
よ
び
適
切
・
迅

速
な
制
度
運
用
を
行
う
こ

と
を
強
く
要
望
し
、
意
見

を
提
出
す
る
。

（
１
）
報
告
徴
収
・
聴
聞

手
続
を
通
じ
た
認
定
取
消

の
取
り
組
み
強
化

　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
基
づ
く

認
定
案
件
の
う
ち
、
件
数

ベ
ー
ス
で
、

年
度
は


％
、

年
度
は

％
が
未

稼
働
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

早
期
に
解
消
す
る
た
め
、

現
在
実
施
し
て
い
る
報
告

徴
収
・
聴
聞
手
続
を「
迅

速
に
」行
い
、
認
定
の
取

り
消
し
を「
厳
格
に
」行
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
認
定
取
得
後
の
運

転
開
始
期
限
の
設
定

　
認
定
を
取
得
し
て
買
取

価
格
を
確
定
し
、
そ
の
権

利
を
保
留
し
た
ま
ま
運
転

を
開
始
し
な
い
と
い
っ

た
、
制
度
本
来
の
目
的
に

沿
わ
な
い
形
で
の
未
稼
働

案
件
の
大
量
発
生
を
予
防

す
る
た
め
、
認
定
取
得
後

（
＝
買
取
価
格
決
定
後
）、

一
定
期
間
内
の
運
転
開
始

を
義
務
付
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
一
定
期
間
内

に
運
転
を
開
始
し
な
い
認

定
案
件
に
つ
い
て
は
、
報

告
徴
収
・
聴
聞
手
続
を
行

い
、
正
当
な
理
由
な
く
運

転
を
開
始
し
て
い
な
い
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
時
点

で
、
認
定
の
即
時
取
り
消

し
を
行
う
こ
と
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
制
度
の
切
り
替
え

に
際
し
て
設
け
る
猶
予
期

間　
電
力
会
社
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者

の
双
方
が
、
契
約
申
し
込

み
か
ら
接
続
契
約
ま
で
の

標
準
処
理
期
間
（
現
行
＝

高
圧
、
特
別
高
圧
で
最
大

９
カ
月
）
を
念
頭
に
置
い

て
互
い
に
連
携
し
、
手
続

き
の
円
滑
化
に
努
め
る
仕

組
み
を
構
築
し
た
上
で
、

制
度
切
り
替
え
に
際
し
て

設
け
る
猶
予
期
間
は
で
き

る
だ
け
短
く
設
定
し
、
期

限
超
過
後
は
国
の
責
任
の

下
で
認
定
を
取
り
消
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
４
つ
の
新
た
な
買
取
価

格
決
定
方
式
の
導
入
を
検

討
す
る
方
向
性
が
打
ち
出

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す

る
。し
か
し
、「
各
電
源
の

個
性
に
応
じ
た
最
大
限
の

導
入
拡
大
と
国
民
負
担
の

抑
制
を
両
立
」
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、ま
ず
は
、政

府
が「
太
陽
光
」の
導
入
抑

制
、
お
よ
び
安
価
で
安
定

的
な
電
源
の
優
先
導
入
を

基
本
的
考
え
方
に
据
え
、

今
後
の
導
入
量
お
よ
び
賦

課
金
総
額
に
つ
い
て
、
将

来
の
予
定
さ
れ
る
目
標
値

を
あ
ら
か
じ
め
示
す
こ
と

が
先
決
で
あ
る
。
そ
の
上

で
、
適
正
な
国
民
負
担
が

実
現
で
き
る
よ
う
、
買
取

価
格
・
期
間
・
方
法
さ
ら
に

は
導
入
量
を
総
合
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
不
可
欠
で
あ
る
。

（
４
）
買
取
期
間
の
短
縮

を
通
じ
た
早
期
自
立
化
の

促
進

　
報
告
書（
案
）に
は
、
買

取
価
格
の
設
定
に
よ
る
自

立
化
促
進
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
買
取
期

間
（
現
行
＝
住
宅
用
太
陽

光
の
場
合

年
、
事
業
用

太
陽
光
の
場
合

年
）
短

縮
が
自
立
化
促
進
に
つ
な

が
る
か
可
能
性
の
有
無
に

つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
中
長
期
的
な
買
取

価
格
目
標
の
設
定

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

は
、
事
業
者
が
自
ら
の
能

力
・
責
任
の
下
で
リ
ス
ク

を
負
い
、
価
格
を
含
む
将

来
の
市
場
動
向
を
予
想

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
の
経
営
を
行
う
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
将

来
の
買
取
価
格
が
そ
の
時

点
で
の
実
勢
価
格
を
踏
ま

え
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
価
格
決
定
の
時

点
で
は
把
握
し
づ
ら
く
、

適
切
な
価
格
設
定
は
極
め

て
難
し
い
と
考
え
る
。

　
見
通
し
と
は
い
え
、
政

府
が
将
来
の
買
取
価
格
の

目
標
を
示
す
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
者
の
努
力
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
コ

ス
ト
低
減
を
促
す
観
点
を

視
野
に
入
れ
て
、
慎
重
に

対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
機
動
的
か
つ
柔
軟

に
見
直
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

（
６
）
コ
ス
ト
低
減
や
事

業
者
の
競
争
を
促
す
買
取

価
格
決
定
方
式

　
「
買
取
価
格
の
低
減
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
複
数
年
に

わ
た
り
あ
ら
か
じ
め
決
定

す
る
方
式
」に
つ
い
て
は
、

上
記
（
５
）
と
同
じ
理
由

に
よ
り
、
慎
重
に
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

機
動
的
か
つ
柔
軟
に
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
入
札
方
式
は
、

政
府
に
よ
る
買
取
価
格
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
き
に

く
い
方
式
で
あ
り
、
入
札

条
件
に
よ
っ
て
は
、
高
い

価
格
帯
で
の
競
争
に
終
わ

り
、
買
取
価
格
の
引
き
下

げ
に
つ
な
が
ら
な
い
リ
ス

ク
が
あ
る
。こ
の
た
め
、入

札
価
格
の
上
限
設
定
な
ど

政
府
に
よ
る
関
与
を
維
持

し
た
上
で
、
国
民
負
担
抑

制
を
確
実
に
果
た
す
た
め

の
制
度
設
計
を
行
う
こ
と

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
買
取
価
格
を

よ
り
細
か
い
期
間
で
設

定
」（
現
行
＝
１
年
ご
と
）

は
、
そ
の
時
々
の
状
況
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
反
映
す
る

効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
前
向
き
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

（
７
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ご
と
の
価
格
決
定
方

式①
太
陽
光
発
電

　
「
事
業
用
」
太
陽
光
発

電
へ
の
導
入
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
る
入
札
制
度

を
設
計
す
る
際
に
は
、
上

記
（
６
）
と
同
じ
理
由
に

よ
り
、
国
民
負
担
抑
制
を

確
実
に
果
た
す
た
め
の
制

度
設
計
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
住
宅
用
」
太

陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

個
別
案
件
の
発
電
電
力
量

は
小
さ
い
と
は
い
え
、
余

剰
電
力
を
売
電
し
て
収
入

を
得
る
か
ら
に
は
、
あ
る

程
度
の
リ
ス
ク
負
担
を
す

べ
き
で
あ
り
、
余
剰
買
取

制
度
に
基
づ
く
買
取
期
間

（
現
行
＝

年
）
終
了
後

も
、
国
民
負
担
を
原
資
と

す
る
賦
課
金
で
発
電
電
力

を
買
い
取
る
よ
う
な
措
置

は
不
要
で
あ
る
。

②
風
力
発
電

　
風
力
は
天
候
な
ど
自
然

状
況
に
よ
り
発
電
電
力
量

が
変
動
す
る
電
源
の
た

め
、
国
民
負
担
を
抑
制
す

る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で

よ
り
も
厳
し
い
買
取
価
格

を
設
定
し
て
、
技
術
開
発

を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
な
お
、
仮
に
数
年
先
の

認
定
案
件
の
買
取
価
格
を

決
定
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
時
々
の
状
況
を
踏
ま
え

て
常
に
検
証
を
行
い
、
必

要
が
あ
れ
ば
買
取
価
格
を

柔
軟
に
見
直
す
こ
と
が
で

き
る
制
度
に
す
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
８
）
賦
課
金
の
減
免
制

度　
日
本
の
国
際
競
争
力
を

維
持
し
、
強
化
す
る
観
点

か
ら
、
賦
課
金
の
減
免
制

度
は
維
持
す
べ
き
と
考
え

る
。一
方
で
、賦
課
金
の
増

加
に
伴
っ
て
同
制
度
の
必

要
額
（

年
度
対
象
事
業

者
数
＝
１
０
６
４
社
、
同

必
要
額
＝
４
５
６
億
円
）

も
増
加
し
て
お
り
、
財
源

お
よ
び
減
免
制
度
の
対
象

な
ど
に
つ
い
て
は
、
減
免

を
受
け
て
い
な
い
国
民
の

理
解
促
進
の
観
点
も
踏
ま

え
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。


